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裏作イクリヤンライグラスの多収栽培について

高野文夫・清原憧郎・′J＼川勝美

（岩手11．㌔塵試り＝＝句丹頂）

1．号　え　がき

水田増作的帯の啓農繹営上注瑠されているイクリヤソ

ライグラスは家帝の囁中性がよい，乾帯・サイレージ火

にナぐれた郡市でかつ従来の胃刈絹よりかたり多収の可

能性をもっていると考えられる．

岩手恥にかける褒作作付而噂灯明知り7年（水叩両綿

に封する作付瑚合77％）を頂亀として漸減の甥句にあ

り．昭和37娼托4雪でその7日雪げ青刈ライ麦が占め

ている．イクリヤソライグラスは4．1鴛（ト1日ha弱）

で僅少ないが鞘ボのどときすぐれた特徴をもっている点

讃刈ライ麦に代わるべきものと思われる．

しう、し現存寸でのところ収苛は∩．6t／a稀変で多収上

関預が残されているので椀肥面から多収載軌てついて試

除したので報告する．

2．試験方法

1．播相〉美　樹間中まき（aあたり：1hク）

2．播種朋　　9月2n R

a　施　肥　　10月11日　元肥施弔

4月　1日　追　　肥

4．条　件

蕾

」‘≠ 区　 名

a 零 素 （K紗／a ） 庵　 呵　 ■：1t
喝　 考

　 N P K 硫　 安 凋 石 J■汀瑚

1 標　　　 肥 1．7 （ll．8 5 ） 0 ．5 什月 8 （暮 ） ：亀 l N の 半 壊

P K の 全 壊

を 元 肥 と L

N の 確 り半

隠 1 弔 辞

（ 1 月 1 日 ）

追 肥 とす る

（ ）円 は

、 肥 埴

2 塾　 積　 肥 8．ぺ 1．7∩） 1．0 1 ．法 川 （8 ） 朽 2

：1 3　 倍　 肥 5▲1（2 －5 5 ） 1 ．5 1 ．8 射 （12） リ 笥

◆ N P K か動 も 2．0 （1 ・n n ） 2 ll 2 ．－1 ．5 （4 ．8 ） la ．11 弓．：1

5 N P K 描め も 4．叫 2＿nn ） 4 ．〔 4．n 1 0 ．∩（鋸り 川 ．6 8 ．月

H N P K 肌 乳／も 0．亘 る．n fl） 8 ．∩ 6．0 2 8 18 （14 ．；1 山l．〔 llJ．n

5．試験結果

草丈：蝶肥1てくらべ多肥（ゴ僻3梢・NPK4・6句／a）

はやや苗立が悪く．越冬後4月上旬寸では生愕抑制の傾
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向がみられた．4月中旬には生育旺盛となり施肥量が多

い程草丈は長く．棄色は濃緑とたり壕何が予想以上忙エ

かったので4月24日第1回の刈取を行った．

以後の再生仔施肥骨と平行して草丈増と孜！巨準巾が広

く彗色も清い傾向がみられた．
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第1図 施肥量と生尊重

収峨：牛革頂け第1剛で示すととくれ1回刈少の収靖

に叶自ら阻界があり．N P K4・6Kク／aがやや高い他

は∩．2t／a程匿であ少窒素多投だけでは早期の牛革束

を高めるととはかモクむずかしいものと思われる．

取∴＝回刈りの収昔は　情肥およびN PK4・6K9／8

が高く中でもN P K6K9／乱打か行！＝卑生力がよかった

しかし多肥区は風乾歩合が低く3倍肥およびⅧP K6

K，／a　の凰乾車は2倍肥・N Plく4Kク／aより劣る．従っ

て優端を増肥汀一㌢正的佗任すさるが質的【ては劣るものと考

えられ．これをかき’なうことが残された問題点である．

収穫物の栗壷価：

窒素多肥にエ少収穫物の窒素含量が高まることはしば

しば指摘されているところであれ　この試験の結果も第

1表の通力施肥量と平行した傾向がみられ特に第1回刈

りの窒素含量は非常に高い，従ってDC＝Pも生草重の低
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t L　ノ　　　■■・物　上卜　析　ノ・二
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「 「 、ト l ＿川 り （ 川 畑 ）
1　 2 ・… （ 明 日 ）

′ゝ 計 D C 亡 比　 べて
十 ／ゝ ■－ 「 ア ■「 「 ：レ　 層 l す　 ∵ D C　 F T T　 p 比　 老

（′り （鳴 ） （トか／・1 ） i 窃 ） （窃 ）
（瑠 ） （ト9／ a ） （ 喀 ） （K9／ a ） （喀 ）

l n nl 締　　　　　 りtり l ‡† ヾ ご 1 1 t l 1 11 11 1 ．：t l 　ヾ 4 7 1 l n　 n 1 1，2
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′卑　 1　　 い 、I l 川 ．
ヾ It 2 1 l l 1＿2　5 7 ，べ バ　7 u l 1 5 ．3 l ：1 7

：l 隼　　 雄I S J l ：1 2 Il 蝿　 7 ヱ l l l 2 11 1 l R ＿l 1 訂 R l p l ヱ　2　 5 已　n l

l ’ 「、に ご h9 ／ ＝！ ： ■1 t ：L H 什 1 1 5 1 1 ．1 7■ 6 ．け 1 ：l l R ．∩ l l fl

5 ●∵つ 1∴ い ＼り ／ ヒ 4 ．：l tl 2　 7 ．1 り　 ぺ 2 ：4 11 2　 2 11 l ：1．バ 1 4 ．2 2　n　 n 2 4　 n 2 1 1

li 　 つ ■‾‾ 日 、・ワ ／ ∫う 5 ．n　 H ：1 1 ．バ l ll l ヱ　 I ll ：与＿11 1 l n　 n l f H l ゴ il n 2　 6 ．↓ 2 ：1 代

レ、刊合て（－rかなり・・ろくたっている．

これをもって栗東桶の増大とみたす考え畑二はj－L行々論

斉もあることと．一・！さ、われろが分析衣よりみて：く′キ【！i＝∴　NP～：

4・6町／a K傍点があると思われる．

施肥Ffi：と採算：（1118あたり）

：11ゴ・tj　　矧把量と扶持（11■aあたり）

施肥豪と収益との関係は前述の通わ，多把に上って増

収・するが・その限界をみた．

生革1晦ま5円で評価すると肥料代を差引いた収益は

3倍肥＞N］PK40晦＞2倍肥の順である．最多収を示

したN PX60鴎はこの点かなり劣カ1晦の評価が72

円でないと引きあわなくなる．従って3倍肥．I仁P R

40鹿，2倍把が有利である．
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引
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A 一 望

（ 万 里 ）

亘　 冊　 の　 差 （ 万 lリ ） 1 町 増 収

を うる た

め の肥 料

代

憫　　　　　　 考

A ′と れ代 B 肥 やLl代 A ノト ’．て代 b 肥 事斗代 a － b

1 日 票　　　 肥 5．ヱ 1．H　2 tI 2　n 1 ．I 2 （－Il） ・評 価 福厄 肥 料 と 隼 年 取 の

み に 限 っ た ・

・ イ ク リ ヤ ソ ラ イ グ ラ ス l

K クを 8 ．5 円 と し て 計 算 し

た ・

こ 2　 疇　 肥
6 ．1I 已 ・1 2 ll，I l 2 ．日 1 rl lI ‖ 日．2 1 什1 1 0 1．2

R 穴　 場　 肥 ：　 7．7 2 ＿T　n n ．h l 2 ＿11 9 日．1 8 什 Z　n ll l1 8 2 ．5

l N P K　 2 n l、ク ・　　 軋 ユ 乙 ：！パ 什 1 5 1 ．H　a

5 N p K　 1．n hク 8 ．l 2 ．日　 t 口，0 11 2 ．n l・ け II け fI．1 5 爪．2 1 2 ＿‘

6 N P K　 Il n Kや p　n 環 1 5 1 ．胡 ：1 1 ．汚　Z 什 2 1 什 1 3 一　 日．2　 2 7 ．2

5．む　す　ぴ

1・イクリヤソライグラスC我執ておいでは種喪の鳩

肝碩よりかそり増肥した万が多収を示した．

2・増肥すスこと【てよって隼葦筒で∩．n t／a帝唾の

咤筒がfl・lられたが納期年月（lr掴lりすでの）にはⅢl界

があり肥料条‘牛の叫に∠メ言象的曹「月も間島していると思わ

れろ．

rTI・亡国刈り以埠の両年力（でも刈取回数・位置・時期電

‾夫だ冊碩ぺ牒守れてレ1ろ．

汚．増腔十八ことにより牛革垂・乾物帝・菓葬価・採

竹の両からみろと多肥栽梧げも根界があ　帰も石’利と思

われるの叩N P K4旬／aであった．しかし多肥で什発芽

がイり前いて初朋／ヒ膏う；抑制される傾向がみられたので施

肥測介については再に検討する．

4．多肥栽培跡地の水稲安全我執でついて佗勘で検討

をリグする．


